














﹁チンギスハンは源義経である﹂ 、 ﹁アトランティス大陸は実在する﹂ 、
﹁ひらがなより古い日本独自の文字が使われていた﹂ 、 ﹁イエス・キリストは日本で死んだ﹂ 、 ﹁東北に古代王朝が存在していた﹂といった、研究者ならずとも、まっとうな学問教育を受けたものであればおそらくは一顧だにしない言説群が、近代日本には、そし 今に至るまで、わたしたちの周囲 は存在する。本シンポジウムの共通テーマは、かような偽史言説である。　
それでは偽史︵


















しかし、 近年、 サブカルチャーとして、 いわばおかしみの対象でもあっ







































チ﹂を皮切りとして、第一部﹁神代史と う伏流﹂で 近代日本の偽史言説 基盤を与えた、国学思想におけ 偽史的要素を扱った。報告内容は三ツ松誠氏による﹁神代文字と平田国学﹂ならびに永岡崇氏による﹁自
己
増
殖
す
る
偽
史
︱︱
竹
内
文
献
の
旅
と
帝
国
日
本
︱︱﹂
で
あ
る。
第
二
部
﹁﹁歴史﹂の創造﹂では、地域社会や戦争といっ 抗いがたい状況が要請する歴史の書き換えが創造する偽史言説を、
馬部隆弘
﹁偽文書
﹁椿井文書﹂
が受容される理由﹂
、石川巧
﹁戦時下のプロパガンダ︱︱小谷部全一郎
﹃成
吉思汗は義経なり﹄を読む︱︱﹂
、長谷川亮一﹁
﹁日本古代史﹂を語ると
いうこと︱︱﹁皇国 観﹂と﹁偽史 のはざま︱︱﹂が読み解いた。第三
部﹁海
外
偽
史
と
の
接
触
﹂
で
は、
庄
子
大
介﹁
﹁失
わ
れ
た
大
陸
﹂
言
説
の
系
譜
︱︱
日
本
に
と
っ
て
の
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
と
ム
ー
大
陸
︱︱﹂
、
津
城
寛
文﹁日
猶
同
祖
論
︱︱
旧
約
預
言
か
ら﹃ダ・
ヴ
ィ
ン
チ・
コ
ー
ド
﹄
ま
で
︱︱﹂
、
高
尾
千津子﹁ユダヤ陰謀
説︱︱日本における﹁シオン議定書﹂の伝播と受容
︱︱﹂という事例報告を行い、海外が淵源 偽史言説が 近代の日本に
移植されることでどのような変容を遂げたのかを検証した。　
二
日
間
に
わ
た
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は、
ウ
ェ
ブ
に
掲
載
さ
れ
た
情
報
が
ツ
イ
ッ
ターなどで喧伝され、当日は立ち見が出るほどの盛況であった。参加者には、いわゆる大学関係者のみならず、偽史に関心 ある一般の方も多く見られた。そのことによって、偽史言説をめぐる問題系が、いかに多方面の関心を引きつけるのか、そしてそうであるがゆえに近代日本の重要
な
一
部
を
映
す
鏡
と
し
て
学
術
的
検
討
に
価
す
る
の
か
を
実
証
し
た
次
第
で
あ
る。
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